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 私のロンドン・ＳＯＡＳへの留学の動機は、

ざっくりわけて二つありました。一つめに、も

ともと専攻していた開発学の分野において先進

的な教育機関で、英語を使って多角的にその学

問に関する視座を学び、自分の持つ関心・疑問

を解き明かしていくこと。二つめに、日本とい

う特殊な社会の中で翻弄されていた自分のアイ

デンティティを再構築することでした。ロンド

ン・ＳＯＡＳは結果的に、両方の目的を達成す

るのにとても理想的だったと思います。 

 まず、学問に関してですが、交換留学生は、

どのディシプリンの授業を取っても問題ありま

せん。私は開発学と、地域研究に関する授業を

取りました。開発学の分野では、噂どおりにＳ

ＯＡＳのラディカルな姿勢を受け継いだ学生た

ちとの熱いディスカッションもあり、広く深く

開発の政治的・経済的側面における基礎的な枠

組みについて学ぶことができました。しかしマ

クロの視点から、文化・社会的側面にフォーカ

スすることが少なく、また私が追及していきた

いと思っていた開発そのものの意義に対する懐

疑的な問いは授業を通してなされることがなか

ったので、その点は少し残念でした。 

 また、地域研究分野では、"Ethnography of 

Japan"を取っていました。「日本人であるとは

どういうことか」という常に抱いていた疑問に

ついて自分なりに解釈するにあたり、日本の外

からの視点を取り入れるため受講していました。

自分の属する社会が、人類学的な用語や概念で

切り取られ、説明されていくさまは中々刺激的

でしたが、同時に人間を視る学問の可能性と限

界を両方目にしたように思います。 

 講義は、基本的に授業時間２時間+討論 1 時

間から成っており、その準備として主に課され

る膨大なリーディングをこなしていました。そ

のお蔭か、本や論文を手抜きしつつ、重要な部

分を取り出して読む方法が身に付いたと思いま

す。また、授業に参加する際も、期末エッセイ

等で評価される際も、授業で学んだ知識を道具

として、自分の考えをクリアに論理的に提示す

ることが常に求められました。この体験は、今

後学びを続けていく上でとても大切な糧になる

と確信しています。 

 留学でのもうひとつの目的として、自分のア

イデンティティの発見がありました。日本にお

いては、色眼鏡を通さずに人と関わることが難

しく感じており、多人種・多文化が混じり合う

ロンドンはその束縛から私を解放してくれまし

た。結果的に、この一年間を通して、曖昧であ

ったアイデンティティだけでなく、価値基準が

確固としたものになり、今後の人生においてど

のように社会と関わっていくか、その方向性が

定まったように思います。 

 ロンドンで過ごした１年間で得た刺激、友人、

経験、想いは全てかけがえのないもので、また

今の、これからの私の生き方を色濃く縁取って

いくであろうと強く思います。 

 

 

 


